
　投票しないことは、投票をしない市民の声が政治に反映
されていないことを意味します。また、世代ごとに投票率
が異なりますが、投票率が低い世代の声が政治に届きにくく、
その世代に向けた政策が実現しにくくなる可能性もあります。

2
25日 草津市長選挙

問 市選挙管理委員会（ 3階、総務課内）�☎561-2301、561-2483

一
票

▲明るい選挙の
　イメージキャラクター
　「選挙のめいすいくん」

投票区 投　票　所 所　在　地 区　　　　　　　　　域

1 志津南まちづくりセンター 若草五丁目10 岡本町の一部、馬場町の一部、若草一～八丁目、追分南八丁目の一部

2 志津小学校 青地町827 馬場町の一部、岡本町の一部、山寺町の一部、青地町の一部

3 志津まちづくりセンター 青地町561 青地町の一部、山寺町の一部

4 追分町会館 追分五丁目 6 - 5 追分一～三・五～七丁目、追分四・八丁目の一部、追分南一・二・八丁目の一部、追分南三～七・九丁目

5 渋川中町会館 渋川一丁目 7 -14 渋川一丁目の一部、渋川二丁目、大路一丁目の一部、若竹町の一部

6 渋川まちづくりセンター 西渋川二丁目 9 -38 西渋川一・二丁目、野村一丁目の一部

7 大路まちづくりセンター 大路二丁目 9 -11 大路一丁目の一部、大路二・三丁目、若竹町の一部、渋川一丁目の一部

8 西大路第三町内会集会所 西大路町 6 -27- 1 西大路町、野村一～三丁目の一部

9 砂原会館 東草津一丁目 4 -20 東草津一・三丁目、東草津二丁目の一部

10 草津まちづくりセンター 草津一丁目 4 -33 草津一丁目、草津二丁目の一部、東草津二丁目の一部

11 西一会館 草津町1446 - 1 西草津一丁目、西草津二丁目の一部、草津町の一部、木川町の一部

12 旧込田会館 草津三丁目13 - 81 草津二丁目の一部、草津三・四丁目、東草津二丁目の一部、東草津四丁目
草津町の一部、西草津二丁目の一部

13 矢倉町会館 矢倉二丁目 1 - 7 矢倉一・二丁目、東矢倉一～三丁目の一部、追分四丁目の一部、西矢倉一～三丁目

14 矢倉まちづくりセンター 東矢倉二丁目13- 6 東矢倉一～三丁目の一部、東矢倉四丁目、追分四・八丁目の一部、追分南一・二丁目の一部

15 野路コミュニティセンター 野路七丁目 1 -18 野路四～九丁目、野路東三丁目の一部、野路東四～七丁目、野路町の一部

16 桜ケ丘会館 桜ケ丘四丁目 3 - 4 野路町の一部、野路東一・二丁目、野路東三丁目の一部、桜ケ丘一～五丁目

17 老上小学校 野路町517 野路町の一部、南草津一～五丁目、橋岡町の一部、矢橋町の一部、南草津プリムタウン一丁目

18 南笠東小学校 南笠東四丁目 4 - 1 南笠東一丁目、南笠東三・四丁目、笠山一～八丁目

19 南笠公民館 南笠町1217 南笠町の一部、南笠東二丁目、南草津プリムタウン二～四丁目

20 橋岡会館 橋岡町71 橋岡町の一部、矢橋町の一部

21 矢橋総合会館 矢橋町1199 - 1 矢橋町の一部

22 龍宮神社社務所 新浜町50 新浜町、矢橋町の一部、南笠町の一部

23 新田会館 木川町898 - 3 木川町の一部、草津町の一部

24 出屋敷会館 木川町833 - 1 木川町の一部

25 野路小林町自治会館 野路二丁目13 - 2 野路一～三丁目

26 木川町農業会館 木川町517 木川町の一部

27 山田まちづくりセンター 南山田町678 山田町、北山田町の一部、南山田町の一部

28 北山田会館 北山田町787 北山田町の一部

29 南山田会館 南山田町776 南山田町の一部、御倉町

30 野村会館 野村五丁目26-20 野村二・三・五丁目の一部、野村四・六～八丁目、川原一・二丁目の一部

31 笠縫まちづくりセンター 上笠一丁目 6 - 3 上笠一～四丁目、上笠町、野村五丁目の一部、下笠町の一部

32 笠縫東小学校 平井三丁目 8 - 1 平井一～六丁目、平井町、川原一・二丁目の一部、川原三・四丁目、川原町

33 駒井沢町公民館 駒井沢町317 - 1 駒井沢町、新堂町、集町

34 下笠会館 下笠町3007 - 2 下笠町の一部、上笠五丁目

35 常盤東総合センター 芦浦町319 - 1 上寺町、長束町、芦浦町

36 下物会館 下物町113 - 1 下物町、下寺町

37 常盤まちづくりセンター 志那中町111 - 1 志那中町、片岡町、穴村町

38 吉田町会議所 志那町2620 志那町、北大萱町

確認してください�あなたの投票所�

   子どもと一緒に選挙に行こう
　１8歳未満の子どもは一緒に投票所に入場することができます。総務省の調査では、子どもの頃に親の投票について
いったことがある人は、ない人と比較して投票率が20％以上高いという結果が出ています。親が子どもに投票する
背中を見せることは、将来の投票につながります。
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（草津三）

 2 月１９日㈪～24日㈯    
8：３0～20：00 ※�印の入口は平日� �

（8：30〜17：15）のみ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

中
会
議
室

ロビー

男子
  トイレ EV EV
女子
  トイレ

期日前投票所

市民交流プラザ
（野路一、フェリエ南草津 5 階 ）

 2 月１９日㈪～24日㈯    
１0：00～20：00

期日前投票所

入口
　▼
入口
　▼

ア
ル
・
プ
ラ
ザ

草
津

ディオワールド
本館

公園

SARA北館

ユ
ニ
ク
ロ

ア
カ
チ
ャ
ン

ホ
ン
ポ

ジ
ー
ユ
ー

エイスクエア
SARA北館 １ 階（西渋川一）

 2 月１９日㈪、2１日㈬～24日㈯  
１0：00～20：00 ※2月20日㈫は開設しません

喜久屋
書店

JEUGIA
カルチャー
センター

アースミュージック
＆エコロジー
ナチュラルストア

ボーン
フリー

DHC直営店
エヴァンジル

スリーピー

イオン
ホール

イオンモール草津モール棟 2 階（新浜町）
イオンホール
※場所が変更になっています
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１0：00～20：00
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※�できるだけ公共交通機関か徒歩でお越しください。
　曜日がこれまでの選挙と異なります

　投票日に、仕事やレジャーなどの予定が
あり、投票所で投票できない場合は、期日
前投票ができます。投票所ごとに開設期間
や受付時間が違うので注意してください

期日前投票所へ
そんなときは

投票日に
予定が…

●投票日
 2 月2５日㈰  7：00～20：00

所  ９ ページの各投票所（投票所は
入場券に記載しています。入
場券に記載の投票所以外では、
投票できません）

他  入場券を持参しなくても投票
できますので、受付で伝えて
ください

●開票
　  2 月2５日㈰ 2１：１５～
　 所  市役所 2 階 特大会議室

  投票できる人
　平成１8年 2 月26日以前に生まれた人

（満１8歳以上の人）で、令和 ５ 年１１月１7
日以前から市に住民票があり、市の選
挙人名簿に登録されている人です。
●  2 月 ９ 日㈮以降に、市内で転居の届

け出をした人は、前住所地の投票所
で投票してください

●  投票日までに市外へ転出した人は、
投票できません

  入場券
　市選挙管理委員会が発行します。
●  入場券ははがきで、2 月１９日㈪から

郵送します
●  はがきに、有権者 2 人までの入場券が

印字されています。入場券（券片）をミ
シン目に沿って切り離し、自分の入場

券（券片）を投票所に持参してください
●  有権者が ３ 人以上の世帯には、2 通以上

に分けて郵送します

  不在者投票
　次の人は、不在者投票ができます。
早めに事前の手続きをお願いします。
●  病院や⽼人ホームなどで県が指定する

施設に入院（入所）している人は、そ
の施設で投票できます

●  他の市町村に滞在している人は、
滞在先で投票できます。オンライン
での請求も可能となっていますので、
詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい

　 次の人は郵便などで不在者投票がで
きます。市選挙管理委員会が事前に
発行する「郵便等投票証明書」が必
要なので、早めに申請してください

　◦ 身体障害者手帳か戦傷病者手帳
の交付を受けていて、一定の要
件に該当する人

◦ 介護保険の被保険者証に要介護 ５
と記載されている人

◦�持ち物
　�入場券（入場券を持参しなくても投票でき
ます。受付で伝えてください）

お知らせ

草津市選挙管理委員会のホームページはこちら
投票方法や選挙公報などが
確認できます。 草津市 選挙    検索

 日時・期間　所  場所　対  対象　定  定員　￥  費用（記載がない場合無料）他  その他　申  申し込み・応募方法　問  問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・  市外局番は「077」お知らせ
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市民意識調査（市のまちづくり）にご協力ください
　市政運営の参考にするため、無作為に抽出した 18 歳以上の市民 3,000 人に、市の取り組みに対しての
意識をお聞きします。調査票は、郵送しますので、届いたらご協力をお願いします。
※インターネットでも回答できます
●調査時期 2 月上旬
●回答方法  2 月2６日㈪まで〔消印有効〕に、郵送かインターネットで
問 �企画調整課（ 7階）☎561-2320、561-2489

　　  最近、草津市に� �
引っ越してきましたが、��
投票できますか

 　　 選挙人名簿登録基準日（告示
日の前日）が、市で住民票を作成
した日（市民課に転入の届出を提
出した日）から起算して 3 カ月に
達している場合は、投票できます。

　　  仕事でしばらく東京にいますが、� �
どのように投票できますか

 　　 あらかじめ、選挙人名簿登録地の市の選挙管理委
員会に、投票用紙などを郵便などで請求し、滞在先近く
の市区町村選挙管理委員会で、不在者投票をしてください。

不在者投票制度とは
　滞在先の選挙管理委員会や不在者投票のできる施
設として指定された病院、老人ホームなどで投票で
きる制度です。対象者は期日前投票と同じです。

※ 投票用紙などの取り寄せや投票記載後の投票用紙などの送付には時間
を要しますので、早めに手続きをお願いします

※ 事前に滞在先の選挙管理委員会の受付日時を必ずご確認ください
※ 投票用紙などの請求に必要な不在者投票宣誓書兼請求書は、市ホーム

ページからダウンロードできます。また、草津市電子申請システムか
らオンライン請求ができます

※ 不在者投票のできる施設として指定された病院、老人ホームなどの施
設に入院、入所している人は、投票用紙などの請求について、各施設
にご確認ください

　　  身体に重度の障害がありますが、� �
どのように投票できますか

 　　 身体に法令が定める重度の障害があり、投票所で
投票することができないと認められる人は、あらかじめ「郵
便等投票証明書」の交付を受けた上で、自宅などから投
票できる制度があります。

請求方法
① 郵便等投票証明書の交付を受けてください（交付申請方

法は選挙管理委員会にお問い合わせください）
② 選挙管理委員会から投票用紙などの請求書などを送ります

　　  投票方法を� �
教えてください

 　　 受付で投票所入場券（はが
き）を提示してください。投票用
紙に候補者 1 人の氏名を記載して、
投票箱に入れてください。目の不
自由な人は、点字で投票ができます。
また、字を書くことが不自由な人
は、投票所の事務従事者が代筆

（代理投票制度）します。この場
合、事務従事者以外の人が代筆
することはできません。なお、投票
所入場券を持参しなくても投票で
きますので、その旨受付で伝えて
ください。

　　  投票所内で携帯電話（ス
マートフォン）を使用し
てはいけないのですか

 　　 投票所内で、携帯電話（ス
マートフォン）を使用している
と、誰かの指示を受けて投票し
ているのではないかという疑い
を招く恐れがあります。また、
何かを撮影しているという誤解
を招くこともあります。
　他人の投票に干渉したり、投
票の秘密を損ねたりすることは、
公職選挙法で禁じられています。
たとえそのような意図はなくて
も、投票所内で他の選挙人に
誤解を抱かせることがないよう
に、携帯電話（スマートフォン）
の使用は控えてください。

　　  選挙公報（候補者の政見・政策などを記載� �
したもの）について教えてください

 　　 選挙公報は、告示日（ 2 月18日㈰）に候補者から提
出される原稿を印刷して作成するため、自宅に届けられ
るのは告示日から 2 ～ ５ 日程度要する見込みです。選挙
公報は、市ホームページ（ 2 月19日㈪に掲載予定）でご確
認いただくか、期日前投票所に備え付けています。  
　公職選挙法の規定により、投票所内で投票に関して協
議したり、勧誘したりすることは、禁止されています。
選挙公報を投票所内で読むと、記事や候補者名が投票所
内にいる他の選挙人の目に留まり、結果として勧誘と同
じ影響を及ぼす恐れがあります。そのため、投票直前に
選挙公報を読みたい場合は、投票所の外で読むようにし
てください。

 日時・期間　所  場所　対  対象　定  定員　￥  費用（記載がない場合無料）他  その他　申  申し込み・応募方法　問  問い合わせ先
〒 市役所への郵送は、〒525-8588 草津市役所〔課名など〕　☎・  市外局番は「077」お知らせ

問 市民課（ 1階）
　☎561-2344、561-2492すべての人を大切にするまちに

本人通知制度に登録を！～大切な個人情報を守るために～
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か
ら

約
３
，５
０
０
件
の
戸
籍
な
ど
を
不

正
取
得
し
て
い
た
事
件
が
発
覚
し

ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

不
正
取
得
の
早
期
発
見
と
抑
止
を

目
的
と
し
て
、
登
録
型
本
人
通
知

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

登
録
型
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
な

ど
を
、
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

に
交
付
し
た
場
合
に
、
市
に
事
前

に
登
録
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

証
明
書
を
交
付
し
た
事
実
を
郵
送

で
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。
こ

の
制
度
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
戸

籍
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期
発
見

を
持
っ
て
い
る
人
は
草
津
市
電
子

申
請
サ
ー
ビ
ス
で
の
申
し
込
み
も

可
能
で
す
。
窓
口
に
は
、
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
の
場
合
は
、

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の

写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

受
付（
郵
送
や
電
子
申
請
の
場
合
は

受
領
日
）の
翌
開
庁
日
以
降
、
対
象

の
証
明
書
が
発
行
さ
れ
た
場
合
に
、

本
人
に
通
知
を
送
り
ま
す
。

通
知
受
取
後
に
証
明
発
行
に
関
し
て��

疑
問
が
あ
れ
ば

　

証
明
書
が
な
ぜ
取
ら
れ
た
の
か

思
い
当
た
ら
ず
、
不
正
取
得
が
疑
わ

れ
る
場
合
は
、
個
人
情
報
の
開
示
請

求
を
す
る
こ
と
で
、
申
請
内
容
の
全

部
か
一
部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
本
人
通
知

制
度
へ
登
録
し「
自
分
の
人
権
を
守

る
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
全
て
の

人
の
人
権
を
守
る
取
り
組
み
に
つ

な
げ
る
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、
差

別
を
な
く
す
行
動
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

201５年 9 月に国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」を理念とする、国際社会共通の目標です。
先進国と途上国が一丸となって、目標の達成をめざします。市でも第 ６ 次総合計画で、SDGｓの視点を踏ま
えたまちづくりを進め、広報くさつでは、該当する記事にアイコンを表示します。 広報くさつ 2024. 2広報くさつ 2024. 2 1011




